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東北大学大学院医工学研究科 治療医工学講座 分子デリバリー システム研究分野
戴 饗篶黙 鍵駝野 主な論文
た 。 受 賞 対 象 を含 め 筆 者 が これ ま で に1)RuiChen,ShuozhiWang,XinmingChen,Shichun×long:
行 っ て き た 研 究 内容 を 紹 介 させ て 頂 きHistologicalandultrastructuralstudyofthetidemarkin
ま す 。humanmandibularcondyiarcartilage,ChineseJournalof
歯 周 病 細 菌 感 染 に よ る 炎 症 性 歯 槽 骨Stomatology,37(6):425-442,2002、
破 壊 は,咀 囎 能 力 の 低 下 や 審 美 障 害 を2)RulChen,XinmingChen,WeiminChen,ShengrongZhu
誘 導 す るだ けで な く,健 全 な歯 の 喪 失Studyofthesignificanceof†hecollagenframeworkinthe
の 原 因 に な り ま す 。 過 度 の 歯 槽 骨 吸 収tidemarkofhumanmandibularcondylarcartilage,Journai
を い か に 阻 止 す るか が,不 正 咬 合 を 含 む さ ま ざ まな 歯 科 治 療 のofClinicalStomatology,1g(7):40g-411,2003,
ポ イ ン トに な り ます 。近 年,遺 伝 子 治 療 は 他 の 治 療 法 と比 し て3)RuiChen ,XInmingChen,Shu。shiWang,ShichunXIong:
臨 床 研 究 に応 用 さ れ る 可 能 性 が 高 く,そ の 応 用 が期 待 さ れ て いHis† 。logi。alandmorphome†ricals†udyofthetidemarkin
ま す 。humanmandjbularcondylarcar†llage ,ChineseJournalof
筆 者 らは,重 度 歯 周 病 患 者 の 新 し い遺 伝 子 治 療 法 の 開 発 を 目DentalResearch ,7(3):35.41,2004,
的 に,ま ず,Wstar雄性 ラ ッ トの 上 顎 第 一 臼 歯 口 蓋 側 歯 周 組 織4)RulChen ,HiroyukiKanzaki,MirelChiba,MakotQNi一
に,リ ボ 多 糖(LPS)の 局 所 注 入 を行 い,歯 槽 骨 破 壊 モ デ ル をshimura ,Reik。Kanzakl,KaoruIgarashlLo。al。steo.
簸撫醗総灘灘 翻轄辮欝:親1ミ
示唆 します(学位瓶 東北大学醐 先生記念奨励賞)。5)R"iChen,Mi「e`Chiba,Shi「oM。「1,ManabuFukum。t。,
歯周病 に対す る遺伝子治療 に関 し,ア デノウイルスベ クTetsuyaKodama:Penodontalgenet「ansfe「usingult「a-soundandnano/microbubbles.Journalo†Den†alター,HVJ一ベクターあるいはエレク トロポレーシ ョンの使用
などが報告されています。アデノウイルスベクターでは免疫反Resea「ch=2009(inP「ess)
応で細胞毒性が誘導され,反復投与が困難です。一方,HVJ一ペ
クターで は・免疫反応の惹起・細胞遺伝子導入効率の低 くさ・一 略 歴
過性の発現などが指摘 されています。
最近,ナ ノバブル と低出力超音波を用いて軟組織(筋 肉,腫2001年6月 中国武漢大学歯 学研 究科(口 腔病 理学分 野)
瘍,脳 など)への遺伝子導入の成功例が報告 されています。し 〔修士(歯学)〕,首席修了
かし,歯科領域では報告されたことはありません。筆者 らは,脂2008年3月 東北大学大学院歯学研究科(口 腔障害科学分
質ナノバブル と低出力超音波 とを用いた ソノポレーションを 野)修 了 〔博士(歯学)〕
使用 し,ラ ット切歯唇側歯周組織 にル シフェラーゼ遺伝子 と2008年4月 東北大学加齢医学研究所(病 態臓器機i構研究分
EGFP遺伝子の導入を実施 しました(日 本実験力学会2008年 野)教育研究支i援者
度年次講演会優秀講…演賞)。バイオル ミネスセンス法を使った2009年4月 東北大学大学院医工学研究科(分 子デリバ リー
遺伝子発現解析か ら,本手法は高い遺伝子発現を誘導 し,発現 システム研究分野)日 本学術振興会 外国人特別研究
活性は遺伝子導入後1日 目に最大 になることが確認 され まし 員
た。また,EGFP遺伝子の導入実験では,歯 肉組織の筋肉細胞 現在に至 る
に発現することを共焦点顕微鏡観察で確認 しています。この分
子導入法は免疫原性がなく,繰り返 し投与が可能で,非侵襲的
に遺伝子を局所的に導入できることから,歯周病の抑制や,歯 受 賞 歴
驚 驚総驚;;蹴謙灘灘叢
ローブの開発や この遺伝子を封入 させた音響性 リボゾーム を 貝
製作 し,歯科医療での遺伝子治療法を展開 して行 きたい と考 え
てお ります。
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